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Ⅰ 観光ＭＢＡワーキンググループの開催・運営 

１ ワーキンググループ開催概要 

１－１開催概要 

（１）名称 

観光庁 平成２９年度「産学連携による観光産業の経営人材育成に関する業務」 

「トップレベルの観光人材育成に関するワーキンググループ」 

 

（２）設置趣旨 

インバウンド（訪日外国人旅行者）が急増し、観光産業が我が国の基幹産業となること

が期待される中、一橋大学および京都大学において「観光ＭＢＡ」プログラムの設置準備

が進められている。両大学の観光ＭＢＡプログラムは、「観光産業をリードするトップレベ

ルの経営人材」の育成・強化を図るための恒常的な人材育成拠点として期待されるもので

ある。 

平成３０年４月の開講に向けて本年度は、具体的なコース内容の確定、入学希望者の応

募・選定が行われる。そこで昨年度に引き続き、観光産業をリードする「トップレベルの

観光人材育成に関するワーキンググループ」を設置し、両大学の準備状況を報告するとと

もに、更なる観光人材育成に向けての意見交換の場とする。 

 

（３）委員 

○テーマパーク 執行役員人事本部長 

○旅行会社 取締役経営戦略統括部長 

○旅行会社 取締役人事部長 

○航空会社 取締役執行役員 

○鉄道会社 専務取締役 

○航空会社 常務執行役員旅客販売統括本部長 

○鉄道会社 常務取締役 

○外資系ホテル リージョナル人事業務統括本部統括本部長 

○国内ホテルチェーン 統括総支配人 

○不動産会社 執行役員ホテル・リゾート本部長 

○オンライン系旅行会社 執行役員ライフ＆レジャーカンパニー トラベル事業長 

○リゾート開発会社 取締役ホテルレストラン本部副本部長 

（専門委員） 

○コンサルタント（経済・教育関連） 代表 

 

（４）委員就任条件 

①従事回数 ３回程度（原則、平日に開催、１回の開催時間は約２時間） 
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②任期 平成２９年８月４日から平成３０年３月２３日まで 

③報酬の有無 有 

④交通費の有無 「国家公務員等の旅費に関する法律」の規定による 

 

（５）スケジュール 

①第１回会合 

 ■日時：2017 年 8 月 4 日（金）13:00～15:00 

■会場：ベルサール東京日本橋 Room8+9 

    （東京都中央区日本橋 2-7-1 東京日本橋タワー 5F 現地連絡先：03-3510-9236） 

②第２回会合 

 ■日時：2017 年 10 月 13 日（金）13:00～15:00 

■会場：京都大学吉田キャンパス 本部構内 国際科学イノベーション棟 5 階 

シンポジウムホール 

（京都市左京区吉田本町） 

③第３回会合 

 ■日時：2017 年 12 月 8 日（金）13:00～15:00 

■会場：一橋大学一橋講堂 

（東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 学術総合センター内） 

 

２ ワーキンググループ開催記録 

２－１ 第１回会合 

（１）議事次第 

○開会 

○挨拶 

 観光庁観光産業課観光人材政策室 田村参事官 

○議題 

 １．一橋大学及び京都大学より来春開講の観光ＭＢＡコースについての説明 

 ２. 各委員よりご発言、意見交換 

 ３．第２回、第３回ワーキンググループについて 

 ４．９月２０日観光庁主催シンポジウムについて 

○閉会 

 

（２）配布資料 

資料１．トップレベルの観光人材育成に関するＷＧについて 

資料２．トップレベルの観光人材育成に関するＷＧの運営について  

資料３．一橋大学資料 
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資料４．京都大学資料 

資料５．第２回、第３回ワーキンググループについて 

資料６．９月２０日観光庁主催シンポジウムについて 

参考資料 全体スケジュール 

 

（３）参加者 

・委員（代理含む）、専門委員全員出席 

・オブザーバーには、京都市、経済産業省、文部科学省、全国旅行業協会、全日本シティ

ホテル連盟、日本ホテル協会、日本旅館協会の関係者が参加 

 

２－２ 第２回会合 

（１）議事次第 

○開会 

○挨拶 

 観光庁観光産業課観光人材政策室 田村参事官 

○議題 

 １．京都大学経営管理大学院・観光経営科学コース模擬授業 

   ①前川佳一特定准教授「観光経営学」 

②Alfonso Avila=Robinson 氏「デスティネーション・マネジメント概論」（英語授業） 

③若林直樹教授「サービス経営論」 

 ２. 一橋大学からのご案内 

 ３．質疑応答 

○閉会 

 

（２）配布資料 

資料１．委員名簿 

資料２．京都大学資料 

資料３．一橋大学資料 

 

（３）参加者 

・出席委員：テーマパーク 執行役員人事本部長、旅行会社 取締役経営戦略統括部長、

旅行会社 取締役人事部長、航空会社 取締役執行役員、鉄道会社 専務取締役、航空会

社 常務執行役員旅客販売統括本部長、不動産会社 執行役員ホテル・リゾート本部長、

リゾート開発会社 取締役ホテルレストラン本部副本部長 

・オブザーバーには、京都市、全日本シティ連盟、関西観光本部、京都経済同友会、日本

ホテル協会京都支部、学校法人、鉄道会社、旅館、銀行、外資系ホテル、旅行会社の関係
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者が参加 

 

（４）会合風景 

 

           

 

２－３ 第３回会合 

（１）議事次第 

○開会 

○挨拶 

 観光庁観光産業課観光人材政策室 田村参事官 

○議題 

京都大学経営管理大学院観光経営科学コース 

パンフレット 
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 １．一橋ビジネススクール「ホスピタリティ・マネジメント・プログラム」の説明・模

擬講義 

①ご挨拶（山内弘隆教授） 

②ホスピタリティ・マネジメント専用科目の説明（鎌田裕美准教授） 

③模擬講義「ホテルの利益率の国際比較」（青木康晴准教授） 

 ２. 京都大学からのご案内 

 ３．質疑応答 

○閉会 

 

（２）配布資料 

資料１．委員名簿 

資料２．一橋大学資料 

資料３．京都大学資料 

 

（３）参加者 

・委員（代理含む）、専門委員全員出席 

・オブザーバーには、文部科学省、日本旅館協会、日本旅行業協会の関係者が参加 

 

（４）会合風景 

   

 

 

３ 各回の議事概要 

３－１ 第１回会合 

（１）開会 

観光庁・川村室長の司会により開会し、観光庁・田村参事官の主催者挨拶、資料確認、

一橋ビジネススクール「ホスピタリティ・マネ

ジメント・プログラムパンフレット 
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委員の紹介が行われた。その後、コーディネーターを務める日本経済新聞社・若林研修・

解説委員に進行が引き継がれ議事を進行した。 

 

（２）議題１ 

来春開講の観光ＭＢＡコースについて、京都大学・若林院長、前川特定准教授、一橋大

学・山内教授より資料に基づき説明が行われた。 

 

（３）議題２ 

両大学の説明を受け、各委員に感想、意見を求めた。 

・業界のプレゼンス向上という観点においても、まずはこの観光ＭＢＡというものが設置

されること自体が本当に大きな意義がある。 

・このスタートが将来のジャパン・ツーリズムの成功の原点だったと言えるような歴史に

なることを本当に祈っている。 

・観光ビジネスを経営するという意味では、そのための共通言語を体系的に学び、知識の

ブラインドスポットをなくす、カバーできる有効なプログラムだと改めて感じた。 

・「理論と現実の往復」は非常に大切だと思う。 

・多様な業界から特定の業界に偏ることなく参画してもらい、より多くの人たちとネット

ワークを組み上げることができれば、修了した後での実際のビジネスでもそのネットワー

クが非常に生きてくると思う。 

・学問の質の担保ということ、あるいは教員の方の確保という問題は承知の上だが、ぜひ

その門戸の拡大をお願いしたい。 

・京都大学はブランド力が強くて観光がメインということ、一橋大学は数字的や科学的に

分析されて経営学で教えるということに非常に関心を持った。 

・ＭＢＡと取締役対象のシニア・エグゼクティブのプログラムの間にもう一段階あると社

員を行かせやすい。 

・観光は変化の激しい分野で、且つ、分野横断的であるため、変革に対応できる人材を輩

出することに向けてあらゆることをつくり込んでいただきたい。 

・今、観光立国と言われ数千万人と言われるインバウンドビジネスがある中で、英語は絶

対必要になってくる。 

・特にケーススタディについては、海外の先進的な事例、日本において観光をデスティネ

ーションとして盛り上げていくことに実績を上げている事例を勉強させていただくことも

非常に有効だと思う。 

・座学よりも、例えば、ある地域と入学生徒とが連携をしてその地域をすばらしい観光地

に変えたというような成功事例を出すということで、観光経営学、観光ツーリズムという

ものを爆発させることができ、集客力も向上するのではないかと思う。 
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（４）議題３ 

第２回、第３回ワーキンググループについて、９月２０日観光庁主催シンポジウムについ

て、資料に基づき事務局より説明を行った。 

 

３－２ 第２回会合 

（１）開会 

観光庁・山口氏の司会により開会し、観光庁・田村参事官の主催者挨拶、資料確認、委

員の紹介が行われた。その後、コーディネーターを務める日本経済新聞社・若林研修・解

説委員に進行が引き継がれ議事を進行した。 

 

（２）議題１ 

京都大学経営管理大学院・観光経営科学コースの模擬授業として、京都大学・前川特定

准教授による「観光経営学」、Alfonso Avila=Robinson 氏による「デスティネーション・マ

ネジメント概論」、若林教授による「サービス経営論」が行われた。 

 

（３）議題２ 

一橋大学・鎌田准教授より、一橋ビジネススクール「ホスピタリティ・マネジメント・

プログラム」についての説明が行われた。 

 

（４）議題３ 

京都大学による模擬授業、一橋大学による説明を受け、各委員より意見、感想を求めた。 

・京都大学らしい実務科目に非常に魅力を感じた。京都を題材にして「売り物としての観

光地」を知り抜き、そこから経営を考えるという取り組みだと理解した。その知り抜く切

り口を学んだ者が、自社への転用をどのようにできるかが重要である。 

・前川先生の衛生要因、動機付け要因も非常に興味深かった。観光の価値はまさに動機付

け要因が大事である一方で、観光客にリピートしてもらうためには衛生要因も必要で、そ

の両輪が大切だということがよくわかった。 

・全体的なプログラムとして、大学の先生方だけではなく各方面で活躍をされている方が

実際に教壇に立ち、観光を基軸としたリベラルアーツ的な要素も含め多岐にわたる内容を

教えていただけるという点が非常に良い。 

・今回のＭＢＡの対象が２０代後半から３０代前半なので、大学院での知識的な学びと企

業での実務を通じた育成で、産学が少し長い年月をかけてトップ人材を育てていくのだと

思っている。 

・我々リゾートホテルではどうやってお客様に感動を与えて帰ってもらうかということを

日々考えているが、そういう意味で、前川先生の講義の中の動機要因、衛生要因という分

析や、若林先生の講義の中でのアイデアの創造段階と実行段階を分けるという話は、非常
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に我々の実務につながっていく科学的な分析だと理解でき、こうしたコースを受講する価

値を感じた。 

 

３－３ 第３回会合 

（１）開会 

観光庁・川村室長の司会により開会し、観光庁・田村参事官の主催者挨拶、資料確認、

委員の紹介が行われた。その後、コーディネーターを務める日本経済新聞社・若林研修・

解説委員に進行が引き継がれ議事を進行した。 

 

（２）議題１ 

一橋ビジネススクール「ホスピタリティ・マネジメント・プログラム」を中心とした模

擬授業として、一橋大学大学院・山内教授の挨拶、鎌田准教授からのホスピタリティ・マ

ネジメント専用科目の説明、青木准教授による模擬講義「ホテルの利益率の国際比較」が

行われた。 

 

（３）議題２ 

京都大学経営管理大学院・前川特定准教授より、京都大学経営管理大学院・観光経営科

学コースについての説明が行われた。 

 

（４）議題３ 

一橋大学による模擬授業、京都大学による説明を受け、各委員より意見、感想を求めた。 

・実際に起きている経営課題に直面できるようなケーススタディを実施していただけると

のことで、学生本人にとっても、また本人が戻った後の企業の中でも、非常に活用できる

と思っている。 

・非常に充実したプログラムが着々と築き上げていかれて一段と期待も膨らむ。２年間の

プログラムを受けた後のゴールイメージとして、競争力を高めることができれば良いと非

常に強く感じている。個の企業の競争力や地域としての競争力、ひいてはトータルとして

の国の観光の競争力を担える人材育成につながるとより良いと感じた。 

・理論と現実の往復の中で、勘と経験と度胸ではなく、見える化が進んでいく予感がして

いる。ぜひ、次につながるようなさらなる見える化を実現していただきたい。 

・企業として利益を出すことがなぜ大事なのかという問いかけは、学問の世界だけではな

くやはり現場に返ったときにも非常に大事なことである。 

・将来的に取り入れていただきたいカリキュラムが２つある。一つは運営面から、ホテル

は多業種、多業態が集っているので、リスク管理的なカリキュラムがあるとありがたい。

もう一つは開発的な面からのカリキュラムがあるとありがたい。我々ホテル産業は装置産

業であり開発段階、設計段階、リノベーション、リニューアルといった段階で経営判断を
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することも非常に多くあるため、タイミングや金額、ポイントの置き方などを学べるカリ

キュラムがあるとありがたい。 

 

４ 総括と次年度へのつなぎ 

 ３回に渡るワーキンググループを通じて、一橋大学および京都大学における今春（平成

30 年 4 月）の「観光ＭＢＡプログラム」開設準備状況が報告された。特に第２回と第３回

のワーキンググループは、それぞれの大学の模擬授業をそれぞれの大学内で実施した。こ

れにより、各委員の両大学プログラムの具体的内容理解につなげることができた。 

 第１回会合では、委員より、両大学の「観光ＭＢＡ」プログラム開設が、業界のプレゼ

ンス向上につながる大きな意義があるという点やこのスタートが将来のジャパン・ツーリ

ズムの成功の原点だったと言えるようになることを祈るなど大きな期待が寄せられた。 

 第２回会合は、京都大学吉田キャンパスを会場に、京都大学経営管理大学院・観光経営

科学コースの模擬授業として、京都大学・前川特定准教授による「観光経営学」、Alfonso 

Avila=Robinson 氏による「デスティネーション・マネジメント概論」、若林教授による「サ

ービス経営論」が行われた。第３回会合は、一橋ビジネススクール「ホスピタリティ・マ

ネジメント・プログラム」を中心とした模擬授業として、一橋大学・青木准教授による模

擬講義「ホテルの利益率の国際比較」が行われた。 

 一口に「観光ＭＢＡプログラム」といっても両大学の特色は異なり、京都大学は京都と

いうブランド力を生かして地域を題材に教える点に重点があること、一橋大学は経営理論

や分析を重点に教えるということが特徴としてはっきりしてきた。両大学の「観光ＭＢＡ」

プログラムの特色が異なることは、学生として社員を送り出す企業にとっても各企業の戦

略に照らし合わせて選択肢を選べるという点で重要だと言える。第２回、第３回会合を通

じて委員に各大学の特色を伝えることができた。 

 本年度のワーキンググループは、昨年度（平成 28 年度）のワーキンググループで産業界

側より出された「求められる経営人材像」に対して、そのような人材育成を両大学がどの

ようなプログラムを通じて実現していくかを確認する段階であった。その意味で本年度の

ワーキンググループを通じて、両大学でどのようなプログラムで、これからの観光産業を

リードするトップレベルの経営人材を育成していくかの理解が産業界側に浸透したと言え

る。 

 いよいよ両大学での入学者選抜試験も終わり、４月には第１期の入学者を両大学とも迎

える。本ワーキンググループとしては、産と学が目指す「観光産業をリードするトップレ

ベルの経営人材」育成の進捗状況を、２年間を通して見守っていきたい。それにより、プ

ログラム改善の場とするとともに、入学した学生の学修状況や生活状況を情報収集し、１

期生に続く２期生、３期生となる入学希望者への参考となる素材収集の場ともしていきた

い。 
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Ⅱ 周知啓蒙事業（観光経営人材育成フォーラム） 

１ 概要 

１－１ 事業概要 

（１）事業の目的 

昨年度（平成 28 年度）観光ＭＢＡワーキンググループの討議結果を踏まえつつ、産業界

が求める高度経営人材像、一橋大学と京都大学における観光ＭＢＡプログラム開設準備の

進捗状況を報告する会としてシンポジウムを開催。そのシンポジウムを核として、シンポ

ジウム内容を採録した日本経済新聞紙面、日経電子版タイアップページでの周知啓蒙事業

を展開。シンポジウムには産業界からの登壇者も招聘し、産業界が期待する観光ＭＢＡへ

の期待を盛り上げるとともに、紙面・電子版展開により広く社会へ観光ＭＢＡ保持者の社

会的意義を訴求することを目的に事業を実施した。 

 

（２）事業メニュー 

①シンポジウム（フォーラム）の開催 

②日本経済新聞紙面と日経電子版タイアップページによる展開 

 

２ フォーラム開催記録 

２－１ 開催概要 

（１）日時・会場等 

［日時］ ２０１7 年 9 月 20 日（水） 10:00 ～14：40 （開場 9：30） 

［会場］ 日経ホール （東京都千代田区大手町 1-3-7 日経ビル 3F）＜定員 600 名＞ 

［主催］ 国土交通省 観光庁 

［協力］ 日本経済新聞社 

 

（２）プログラム 

10:00～10:10 主催者挨拶 観光庁長官 田村 明比古 

10:10～10:40 基調講演「これからの観光人材」星野リゾート代表 星野 佳路氏 

10:40～11:40 基調講演  

講演①「一橋大学が目指す観光経営人材育成」 

           一橋大学大学院 商学研究科 教授 山内 弘隆氏 

       講演②「京都大学が目指す観光経営人材育成」 

           京都大学経営管理大学院 院長 若林 靖永氏 

11:40～13:00 休憩 

13:00～14:40 パネルディスカッション「観光産業界が求める高度経営人材像」 

（パネリスト） 

一橋大学大学院 商学研究科 教授 山内 弘隆氏 
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京都大学経営管理大学院 特定准教授 前川 佳一氏 

全日本空輸株式会社 取締役執行役員マーケティング室長 稲田 健也氏 

株式会社オリエンタルランド 執行役員人事本部長 金木 有一氏 

株式会社ジェイティービー 取締役人事部長 花坂 隆之氏 

（コーディネーター） 

日本経済新聞社 人材教育事業局 研修・解説委員 若林 宏 

 

（３）配布資料 

①プログラム 

②一橋大学資料 

③京都大学資料 

 

２－２ 受講者の反応と効果分析 

（１）受講状況 

①応募総数：1346 名 

②当日参加者数：597 名 

③アンケート回答者数：249 名 
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（２）アンケート結果 

①回答者属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①　職　　業 件数 ％

会社員・公務員 178 71.5

会社役員 34 13.7

自営業 7 2.8

個人事業主（医師・弁護士など） 6 2.4

パート・アルバイト 1 0.4

専業主婦 1 0.4

無　職 4 1.6

学　生 3 1.2

そのほか 13 5.2

無回答 2 0.8

合　　計 249 100.0

② 従業員規模（会社員・公務員､会社役員） 件数 ％

1～9人 7 3.3

10～49人 20 9.4

50～99人 8 3.8

100～299人 27 12.7

300～499人 17 8.0

500～999人 21 9.9

1,000～2,999人 39 18.4

3,000～4,999人 15 7.1

5,000～9,999人 18 8.5

10,000～19,999人 5 2.4

20,000人以上 35 16.5

合　　計 212 100.0

71.5 
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②参加理由（複数回答） 

 

③フォーラムを知ったきっかけ（複数回答） 

 

④｢基調講演：星野リゾート代表 星野 佳路氏｣に関する感想 

 

評価 人数 割合
1 大変参考になった 157人 67.1%
2 参考になった 68人 29.1%
3 どちらともいえない 7人 3.0%
4 参考にならなかった 2人 0.8%

合計 234人 100.0%
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　　　■ 参考になった
◆ 現場を学んでからの経営に生かすという点に共感した。

◆ “現場10年”というほど現場理解が大事である、という点に納得した。

◆ 話が明確、わかりやすい。

◆ ファミリー経営についてもっと聞きたかった。社員の方の経験値はやはり重要。

◆ 観光経営に必要な要素がよく理解できた。

◆ わかりやすい講演でした。

◆ 現場10年の経験の必要性について。

◆ 成長戦略や人材発掘・投用方法などの実践事例。

◆ 30分では難しい。もう少し長い時間であれば良かったと考えます。

◆ 経営に必要な５条件が具体的でわかり易い。

◆ もっと時間がほしかった。

◆ マネジメントを行うにも、やはり、実務経験等が重要になることがあらためて理解できた。

◆ 具体例とともに説明された点。

　　　■ どちらともいえない
◆ 新しく聞く話がなかった。

◆ 自社のマーケティング活動のようだった。

◆ 観光誘致の選定等の話が聞きたかった。

<具体的に>
　　　■ 大変参考になった

◆ 具体性に基づく結論の説明。

◆ ５つのポイントをわかりやすく説明されていた。

◆ 自らの経験値を整理するための的確な視座を与えてくれた。

◆ 現場経験は必要だということ。

◆ ５つのコンセプトの明快。

◆ 全ての内容が大変参考になりました。

◆ 現物経験の重視。

◆ 観光の既成概念を破る話がいろいろあり、勉強になった。

◆ 必要な要素が具体的に分かる話だった。

◆ 「現場経験10年必要」とのご意見。

◆ 実践者としての実績に説得力がある。

◆ 現場経験重視。全体的視野。グローバル。

◆ ご自身の経営経験に基づくお話は説得力ある。

◆ 現場オペレーションへの理解。グローバルな価値観。

◆ 旅行業界のスティーブ・ジョブズ!!

◆ 観光人材を具体的に述べられていた。

◆ 実績と成功を裏付ける考え方はしっかりしており参考になった。

◆ 実務者視点での経営人材の要件に非常に説得力があった。

◆ 人材５条件について具体例とともに分かりやすく説明されていた。

◆ 日本の宿泊ビジネスのリーダーが語る５要素は重みがあります。

◆ 現場経験の重要性と、ビジネス理論の融合、旅行者目線の重要性。

◆ ５要素（要件）をまとめていらっしゃったのはわかりやすく、参考になる。

◆ 自社内の課題や実例（人物）を用いて説明なされ、とても刺激を受けた。

◆ 実例に基づいた講演で、他産業も含めて、多くのヒントがあったと思われる。

◆ 現場10年、スタッフの旅など今後すぐにでも取り入れていきたいことができた。

◆ 現場operationの深い理解とビジネス理論の理解、このバランスについて考えさせられた。

◆ 観光は日本の基幹産業という意識を強くもって、旅行業を発展させようと思いました。

◆ 星野リゾートという具体例ではあるが、観光産業の新しい経営スタイルを学べた。

◆ ５条件が日々の経営現場からの生の提言であった為、大いに参考にさせて頂きます。

◆ 観光業の定義、必要な人財について参考になった。

◆ 観光産業の意味付けについて学ぶことができた。

◆ グローバルな価値観と旅行者としての体験。

◆ 観光産業の未来に希望を持つことができた。

◆ 現場主義はどの業界にも当てはまる。

◆ 第一人者の経営のポイントが学べた。

◆ 基本コンセプトがシンプルで他より先行している。

◆ 星野氏が考える５つの条件、わかり易く、納得できた。

◆ ５つの経営人材ベースは中長期的にやるべきですね。

◆ 経営における現場経験と顧客経験の重要性についての指摘。

◆

◆

◆

◆

◆

◆ 具体的な話をしてくれたのがよかった。同氏のビジョン、考え方を明確に、魅力的に話してくださいました。

◆
なかなか直接お話を伺える方ではないので、貴重な機会を与えて頂いてありがとうございます。お話のし方からしてとても魅力的でした。

現場経験の必要性を改めて認識できた。机上の知識だけではなく、どれだけの体験をしたか、しているか、人材登用教育の目安としたいと
思う。

星野氏が現場経験が大事と言っていたのは興味深かった。また、松下幸之助氏の「観光立国命令」の話がでて、観光は平和につながると
感じた。

日本の観光業の内側に海外の文化を持つ人材を取込むことで、第三者の視点から旅行／宿泊業の経営ができるというポイントについて大
変勉強になった。

観光経営人材に必要な条件を、定性的、定量的、現場主義的、理論主義的、いずれにも片寄らず、多角的に教示下さった点が特に参考に
なった。

私の日頃感じていることと同じで、とっても共鳴させていただきました。昼休み中、100TRIPSTORIESを読んで、訪日する方々がとても喜んで
いて、涙が出る思いでしたし、その方々を喜ばせている星野リゾートさんに感動しました。
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⑤一橋大学大学院商学研究科教授 山内 弘隆氏の講演に関する感想 

 

 

評価 人数 割合
1 大変参考になった 28人 11.9%
2 参考になった 131人 55.7%
3 どちらともいえない 62人 26.4%
4 参考にならなかった 14人 6.0%

合計 235人 100.0%

<具体的に>
　　　■ 大変参考になった

◆ 今後必要な知識を知ることが重要。

◆ 知らなかったので。

◆ 東京で働く人たちへの学びやすさ。

◆ 大変良いカリキュラム。夜間も良。

◆ 日本をさらに魅力的にする取組みがあることをとても嬉しく思いました。

　　　■ 参考になった
◆ 元来、商業に関し有名な大学で、そのメソッドを活かした観光学について興味が出た。

◆ 内容がわかった。

◆ 一橋大の観光MBAへの取り組み。

◆ 観光に特化したMBAの卒業生の働きの場が良くわからない。

◆

◆ ２つのプログラム。SEPには興味がある。

◆ 産業全体をふかんすること。オリパラ後いかに継続していくか。→他国の具体例を聞ければ尚よかった。

◆ ホスピタリティマネジメントのコースの狙いが理解できた。

◆ 体系的に観光に必要な要素があらためて認識できた。

◆ オリパラ後の観光施等について、もっとくわしくお聞きしたいと思った。

◆ MBA取得を考えているので参考になった。

　　　■ どちらともいえない
◆ ここを経た人にどんなことをして欲しい、どんな人になって欲しいといった、具体的な絵が描かれているならもっと話してほしい。

◆ 実践力と国際都市Tokyoをどう生かしていくかが課題。

◆ 教育プログラムの紹介中心。

◆ 自分自身のビジネスに生かせるかは不明。

　　　■ 参考にならなかった
◆ 魅力的な話題がなかった（学術的すぎた。一般論で終始した）。

一橋大学が育成したい人材像が、各レイヤー毎に整理されていて分かり易かったため、産業全体の課題と段階的な認識のすり合わせが出
来た。
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⑥京都大学経営管理大学院院長 若林 靖永氏の講演に関する感想 

 

 

 

 

評価 人数 割合
1 大変参考になった 33人 14.3%
2 参考になった 138人 60.1%
3 どちらともいえない 44人 19.1%
4 参考にならなかった 15人 6.5%

合計 230人 100.0%

<具体的に>
■ 大変参考になった
◆ 京都で学ぶ意義、大いにあり!!
◆ 京都、という土地で学べる利点。
◆ 世界的に観光ブランド力の圧倒性と理系・文系のバランスの良さが際立った。
◆ 先生のプレゼンがとにかくすばらしい。パワポを見ずに全てスピーチ。情熱が伝わる。
◆ サービスイノベーションによる収益拡大化という観点や、日本のインバウンド伸びに比べ他国も同様に伸張しているという観点など。
◆ 日本のすばらしさを伝えていく人を育てるプログラムがあることを知り、とても良いことだなあと感じました。

■ 参考になった
◆ 「京都」という日本の一大ブランド地で学ぶ、たしかに魅力的。
◆ もう少し「今後の観光が必要な課題」を伝えてもらいたかった。
◆ 内容がわかった。
◆ 京大のＭＢＡへの取り組み、なぜ観光コースを設けたか。
◆ 観光に特化したＭＢＡの卒業生の働きの場がよくわからない。
◆ 地域に根ざした大学の在りたい姿が分かり易く、又、３つの特徴を丁寧に解説して下さり得られる力が理解できた。
◆ 京都大学のビジョン・方向性・輩出すべき人材像がわかりやすくイメージできた。
◆ 観光立国の発展にはビジョンをもって引っ張っていくこと。
◆ 目指す経営能力とカリキュラムの関係が明確。
◆ 目指すべき経営能力が大変わかりやすかった。
◆ 説明わかり易い。
◆ 「京都」で学ぶ観光は、価値があると思った。
◆ コース内容、応募要件まで説明して頂きわかりやすかった。

■ どちらともいえない
◆ ここを経た人にどんなことをして欲しい、どんな人になって欲しいといった、具体的な絵が描かれているならもっと話してほしい。
◆ 星野氏のような実際的内容が見えにくい。
◆ 京都ベースは強みだと思います。逆に他地域の魅力も忘れないで欲しい。

■ 参考にならなかった。
◆ 以前にお聞きした。
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⑦パネルディスカッション「観光産業界が求める高度経営人材像」に関する感想 

 

 

 

 

 

評価 人数 割合
1 大変参考になった 49人 25.8%
2 参考になった 122人 64.2%
3 どちらともいえない 14人 7.4%
4 参考にならなかった 5人 2.6%

合計 190人 100.0%

<具体的に>
　　　■ 大変参考になった

◆ ANA、JTBの方の話が参考になった。

◆ 大手企業の具体アクションが聞けた。

◆ 社会が求める人材が具体的に理解できたため。

◆ 観光人材分野の動向を具体的に知ることができた。

◆ “横断的に産業を創る人材の必要性”が非常に伝わった。

◆ ANA、オリエンタルランド、JTB各社さんの取り組みやビジョン。

◆ 観光産業、立国化の温度を知る外部情報として具体的であった。

◆ 今後も、実際に始まった１年後、３月？４月？に発表の機会を作って欲しい。

◆ 4000万人時代に向けて、議論の急速な高まりと将来の日本としての成長力の予感がもてた。

◆ 「人材」は全ての基本ですが、東西の最高学府のMBAで出来ることは素晴らしいと思います。

◆ リアルエージェント（JTB含）の今後の生きる道について、AI、ODAの登場に対する策についての考察。

◆

　　　■ 参考になった
◆

◆ 興味深かった。

◆ 産学連携のあり方のヒントが得られた。

◆ 「体系化して教えられる講師がいない」は観光後進国の日本の大きな問題。今後期待します。

◆ JTBの戦略を知ることができて良かった。

◆ 前川氏のプレゼンが明確（具体的）で興味深かった。

◆ 観光MBA取得者の活躍。

◆ 各社の求める人材像を知り、自社の参考となった。

◆

◆ 人材の送り手、受け手の考えがわかった。

◆ ANA、JTBなど企業の人材育成への取り組み方など。

観光をいかに産業化していくか、人財をいかに育成していくか、各企業の考えを聞けた。MBAとの関連性について実例をもう少し聞ければよ
かった。

製造業から観光へ。その流れをより強くするための人材が必要。しかし…現場では、とにかく「人がいない」のが大問題。それをどうやって解
消していくのか。

“企業が求める人材と教育する大学側の体制とマッチしているか”ではなく、可能性秘める人材を育成すべき。なぜなら変化とイノベーション
が必要だから。
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⑧今後議論して欲しいテーマ 

 

 

（３）効果分析 

 積極的な受講者募集の告知展開の効果もあり、定員 600 名を大幅に上回る応募で観光ビ

ジネスにおける経営人材育成への関心の高さが伺われた。参加者の 71.5％が会社員・公務

員、13.7％が会社役員であり、観光ＭＢＡプログラムへ学生を送り出す側の産業界への訴求

ができた。中には少人数であるが、自身の観光ＭＢＡプログラムへの出願を考えている人

や観光ＭＢＡプログラムへの社員の派遣を検討している受講者もいた。 

 受講者の講演内容への満足度も総じて高く、特に基調講演の星野リゾート・星野代表講

演への評価は「大変参考になった」「参考になった」人が合わせて 96％を超えるポイントと

なった。経営者としての具体的な視点での話が大変受講者の参考となったようだ。一橋大

学・山内教授、京都大学・若林院長の講演も両大学の観光ＭＢＡへの取り組み理解促進に

つながった。またパネルディスカッションにより産学連携による人材育成の必要性も訴求

できた。本フォーラムを通じて、産業界が期待する観光ＭＢＡへの期待を盛り上げること

に成功し、この後の日本経済新聞紙面と日経電子版タイアップページでの広く社会への訴

求につなげることができた。 

 

◆ 過去の事例から学ぶMBAは、現代において有効か？
◆ 大企業よりも、日本的な（“独自の発展をした”）中小零細企業を対象にしてほしい。
◆ DMOの自主財源の確保について。
◆ DMOについて。
◆ 観光先進国（仏、米、伊他）から成功のヒケツを聞きたい。
◆

◆ ６次産業における「おもてなし」について。
◆ ホテル経営これからの戦略。
◆ 今後、観光産業がもとめる人材（経営者の元で働く人）とは。
◆ 観光誘客に成功する自治体の人材とは？（事例などもふまえて）
◆ パネルディスカッションで山内先生が言っていた、旅行会社の今後、AIへの移行、DMOへのコンサル的役割について。
◆ 人材育成もですが、地方での人材確保についての考えをお伺いしたいです。
◆ 科目の公開レビュー。
◆ 大企業であったが、地方中小の宿泊業が議論に加わる方がよい。
◆ 世界の観光に関する取り組み。
◆ 目標値達成のための“インバウンドの課題とその対策”
◆ 個別産業毎のテーマ。ホテル、運輸、飲料、アミューズメント等。
◆ AI、シェアリングエコノミー。
◆ もっと実業界の方からの意見をききたかった。
◆ 観光データ・統計の利活用について。
◆ 飲食業界のあり方（人手不足と質について）。
◆ 観光業のシステムとしての構築と実践。
◆ DMOの運営事例、マネジメント、ネットワーク構築手法。
◆ 地域の観光資源について、今後、求められるものとは？
◆ 定量分析の具体的な先進取組み事例があれば教えて欲しい。
◆ 観光ビジネス成功の実例と手法について。
◆ 宿泊産業（ホテル・旅館）について。
◆

◆ 地方鉄道の取り組みについて。
◆ I-Rの導入について。
◆ 具体的な観光経営人材の育成法。
◆ 観光人材育成について企業ができること、企業目線の話。
◆ 自治体、商工会議所、商工会、観光協会とどう連携して行くか？
◆ 「観光先進国の取組みに学ぶ」ことをテーマとした講演。「外国人視点に学ぶ」ことをテーマとした講演。
◆ DMOZサービス価値。サービスデザイン能力向上のポイント。
◆ ネットを活用した観光PR、例えば“トリップアドバイザー”口コミサイトなど。
◆ 地方都市のインバウンドの誘致の方法（実践的な事例）。

観光業以外で働いている人で、既に観光人材に求められる条件や素質を持っている人がいます。その様な人をどう発掘するかも
観光庁の課題と考えます。

登壇者の中に女性がいない点が気にかかる。現場での労働者の中での女性の多さを考えると、女性の経営人材の育成をどう考え
るのか、言及が欲しい。日本において、企業社会＝男性社会であることをよく体現したセミナーだった。
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３ 日本経済新聞紙面と日経電子版タイアップページによる展開記録 

３－１ 受講者募集 

（１）掲載日 

①8 月 10 日（木）日本経済新聞 朝刊 ５段 モノクロ 

②8 月 17 日（木）日本経済新聞 朝刊 ５段 モノクロ 

③8 月 26 日（土）日経プラス１ ５段 モノクロ 

④8 月 28 日（月）日本経済新聞 夕刊 半２段 カラー 

⑤9 月 7 日（木）日本経済新聞 特集 モノクロ 

 

（２）掲載紙面 

①8 月 10 日日本経済新聞朝刊、8 月 17 日日本経済新聞朝刊、8 月 26 日日経プラス１ 

 

②8 月 28 日日本経済新聞夕刊 
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③9 月 7 日日本経済新聞特集 

 

 

３－２ フォーラム採録（日本経済新聞紙面） 

（１）掲載日 

○10 月 18 日（水）日本経済新聞 朝刊 30 段 

○10 月 17 日（火）～11 月 22 日（水）日経電子版タイアップサイト 
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（２）掲載紙面／掲載ページ 

○10 月 18 日日本経済新聞朝刊 
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○10 月 17 日（火）～11 月 22 日（水）日経電子版タイアップサイト 
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３－３ 10 月 18 日日本経済新聞朝刊読者の反応と効果分析 

※新聞広告共通調査プラットフォーム「Ｊ－ＭＯＮＩＴＯＲ」（株式会社ビデオリサーチＷ

ｅｂ調査）より 

（１）読者の反応 

調査結果によると、本広告掲載前にフォーラムを知っていた方は 25.4％だったが、掲載

後には認知者が 88.1％と増加した。また、掲載内容の理解度は 65.3％、信頼度は 68.4％と

一定の評価を得ることができた。 

 

（２）分析結果 

※分析結果については次ページ以降に掲載 
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３－４ 10 月 17 日（火）～11 月 22 日（水）日経電子版タイアップサイト効果分析 

（１）概況 

期間全体で 1.3 万以上のＰＶ数（ページビュー数）と 9 千以上のＵＢ数（総訪問者数）を

獲得した。タイアップサイトから観光庁、一橋大学、京都大学サイトへは、期間全体で 585

の遷移を獲得した。誘導枠のクリック数は期間全体で 8,029 クリックを獲得。その内「モ

バイルインフィード」他モバイル系の誘導枠が全体の 8 割近くを占めた。ＰＶ数と訪問者

数はほぼ平均値だが、サイト内クリック数、誘導枠クリック率は今後の課題と考えられる。

「地方創生の切り札」「まだまだ伸びる余地のある産業」等観光産業の注目点を盛り込んだ

り、「観光産業でトップレベルの経営を担う人材の育成には」「必要な条件とは」等方法や

条件に関する内容を示唆するといった誘導原稿の工夫により、誘導数とリーチの増加を目

指したい。 

 

（２）ベンチマーク 
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（３）ＰＶ・ＵＶ 

 

 

 

 

 

 

PV数 UB数 PV数 UB数 PV数 UB数

掲載期間 合計 13,121 9,125 10,977 9,029 2,144 1,801

　

2017/10/17 (火) 86 35 57 35 29 22

2017/10/18 (水) 265 129 175 123 90 73

2017/10/19 (木) 111 57 73 53 38 27

2017/10/20 (金) 45 24 35 24 10 10

2017/10/21 (土) 23 16 19 16 4 4

2017/10/22 (日) 14 12 13 12 1 1

2017/10/23 (月) 585 453 510 449 75 65

2017/10/24 (火) 696 521 591 512 105 88

2017/10/25 (水) 646 511 565 503 81 72

2017/10/26 (木) 606 461 533 449 73 68

2017/10/27 (金) 586 468 509 456 77 68

2017/10/28 (土) 641 489 545 484 96 83

2017/10/29 (日) 701 512 597 505 104 87

2017/10/30 (月) 113 74 93 70 20 16

2017/10/31 (火) 188 119 144 119 44 39

2017/11/1 (水) 186 124 154 122 32 31

2017/11/2 (木) 176 123 134 118 42 41

2017/11/3 (金) 133 103 111 101 22 21

2017/11/4 (土) 114 80 92 78 22 18

2017/11/5 (日) 94 70 75 67 19 16

2017/11/6 (月) 513 392 438 392 75 70

2017/11/7 (火) 553 393 448 387 105 92

2017/11/8 (水) 544 402 453 396 91 79

2017/11/9 (木) 516 378 431 376 85 81

2017/11/10 (金) 348 275 305 271 43 41

2017/11/11 (土) 212 172 186 169 26 24

2017/11/12 (日) 138 102 114 101 24 24

2017/11/13 (月) 543 390 441 387 102 86

2017/11/14 (火) 555 423 471 417 84 77

2017/11/15 (水) 604 436 495 428 109 97

2017/11/16 (木) 490 369 399 360 91 83

2017/11/17 (金) 425 318 353 312 72 64

2017/11/18 (土) 227 170 191 167 36 30

2017/11/19 (日) 180 151 159 146 21 21

2017/11/20 (月) 418 301 360 300 58 53

2017/11/21 (火) 452 331 379 329 73 65

2017/11/22 (水) 394 292 329 285 65 59

レポート期間

合計 2ページ目1ページ目
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（４）クリックカウント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 バナー

　 合計

観光庁

一橋大学　ホスピタリ
ティ・マネジメント・プロ
グラム　募集要項ペー

ジ

京都大学経営管理大学
院　観光経営科学コー
ス　募集要項ページ

観光庁 観光経営人材
育成について

　

クリック数 クリック数 クリック数 クリック数 クリック数

掲載期間 合計 585 56 162 158 209

　

2017/10/17 (火) 30 8 6 8 8

2017/10/18 (水) 24 9 5 7 3

2017/10/19 (木) 19 1 5 3 10

2017/10/20 (金) 0 0 0 0 0

2017/10/21 (土) 1 0 0 0 1

2017/10/22 (日) 0 0 0 0 0

2017/10/23 (月) 20 4 5 5 6

2017/10/24 (火) 27 3 6 6 12

2017/10/25 (水) 21 1 6 4 10

2017/10/26 (木) 6 1 2 2 1

2017/10/27 (金) 14 1 4 4 5

2017/10/28 (土) 13 1 7 2 3

2017/10/29 (日) 23 2 8 7 6

2017/10/30 (月) 0 0 0 0 0

2017/10/31 (火) 11 0 3 3 5

2017/11/1 (水) 10 1 3 5 1

2017/11/2 (木) 8 1 4 0 3

2017/11/3 (金) 5 2 1 1 1

2017/11/4 (土) 5 1 3 0 1

2017/11/5 (日) 4 0 1 1 2

2017/11/6 (月) 20 1 4 6 9

2017/11/7 (火) 20 1 9 1 9

2017/11/8 (水) 29 2 7 9 11

2017/11/9 (木) 27 1 4 9 13

2017/11/10 (金) 13 2 4 1 6

2017/11/11 (土) 9 0 2 3 4

2017/11/12 (日) 12 0 6 5 1

2017/11/13 (月) 33 1 8 10 14

2017/11/14 (火) 26 1 8 7 10

2017/11/15 (水) 31 2 7 8 14

2017/11/16 (木) 34 0 8 11 15

2017/11/17 (金) 22 0 9 6 7

2017/11/18 (土) 11 2 2 3 4

2017/11/19 (日) 5 1 2 1 1

2017/11/20 (月) 20 1 5 8 6

2017/11/21 (火) 21 4 4 7 6

2017/11/22 (水) 11 1 4 5 1

レポート期間
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（５）誘導枠クリエイティブ 

①Run of NIKKEI レクタングル（電子版 PC 指定） 

掲載期間 2017/10/30-2017/11/22 

インプレッション数 761,446 

クリック数 410 

クリック率 0.05% 

 

②Run of NIKKEI レクタングル（モバイル指定） 

掲載期間 2017/11/6-2017/11/22 

インプレッション数 1,196,790 

クリック数 2,688 

クリック率 0.22% 

 

③Run of NIKKEI レクタングル 日経 ID_Aone（観光庁タイアップ特別） 

掲載期間 2017/11/6-2017/11/22 

インプレッション数 462,178 

クリック数 403 

クリック率 0.09% 

 

④PR 情報枠 

掲載期間 2017/10/17-2017/11/22 

インプレッション数 2,277,233 

クリック数 883 

クリック率 0.04% 
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「観光経営人材」とは 

星野リゾート、一橋大学、京都大学が講演/観光経営人材フォーラム採録公開中/観光庁 

 

⑤モバイルインフィード 

掲載期間 2017/10/23-2017/10/29 

インプレッション数 646,155 

クリック数 3,645 

クリック率 0.56% 

将来の観光産業を担う「観光経営人材」とは 

国土交通省 観光庁 

星野リゾート代表、一橋大学、京都大学が観光経営人材育成を語る/観光経営人材フォー

ラム採録公開中 

 

 

４ 総括と次年度へのつなぎ 

我が国の基幹産業として観光産業が期待される中、その観光産業を牽引するリーダーと

なる人材の育成は、大学と産業界にとどまらず広く社会でその重要性を認識してもらうこ

とが必要である。なぜなら、卒業した学生が産業界で活躍するためには、教育を受けた者

が活躍する場を社会が提供し、その能力を適切に評価することが重要だからである。 

広く社会へ観光経営人材育成の重要性を周知啓蒙する事業は、昨年度（平成 28 年度）の

観光庁・田村長官、京都大学経営管理大学院・若林院長、一橋大学・沼上副学長、小樽商

科大学・和田学長参加による紙面対談により始まった。フィロソフィーを訴えた昨年度か

ら進み、本年度はより具体的なメニューを示しつつ産業界が求める観光経営人材の育成の

重要性を訴求する段階となった。具体的なメニューとして、準備が進む一橋大学と京都大

学における観光ＭＢＡプログラムの準備状況を周知することは、トップレベルの観光経営

人材を育てていくことが絵空事ではなく、実際に進んでいることであり、社会全体として

注目すべきことであることを訴求した。 

周知啓蒙事業展開の核となるシンポジウムの開催は、定員を大幅に上回る応募者を集め
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社会の注目の高さをうかがわせた。シンポジウムの内容としても、自身もＭＢＡ保持者で

ある星野リゾート・星野代表による自身の経営実践に基づいた具体的で説得力のある講演、

また、一橋大学と京都大学における観光ＭＢＡプログラムの準備状況の報告、昨年度（平

成 28 年度）観光ＭＢＡワーキンググループの討議結果を踏まえた産業界が求める高度経営

人材像について話し合ったパネルディスカッションと、充実したものとなった。さらにシ

ンポジウム内容は日本経済新聞紙面、日経電子版タイアップページでの報告と展開し、広

く社会へ観光ＭＢＡ保持者の社会的意義を訴求することができた。 

 産業の競争力を高めていくためには継続的な人材供給が欠かせない。そのため平成 30 年

度に開講する両大学の観光ＭＢＡプログラムにも継続的に優秀な人材が集る状況が望まれ

る。したがって、次年度以降についても観光ＭＢＡプログラムの重要性を社会に訴求する

周知啓蒙事業は継続していく必要がある。特に平成 30 年度においては実際の入学者が誕生

するので、その学生の学修状況などを情報発信することにより、平成 31 年度以降の入学を

希望・検討している人への参考としてもらうこともできる。次年度以降も周知啓蒙事業を

継続し、広く社会、産業界、観光ＭＢＡで学ぶ人、教育する大学の連携強化を訴え、トッ

プレベルの観光経営人材育成の流れをさらに活性化させるべきである。 

 

  


